
2020年度避難訓練が12月に各事業所、工場で行われました。
年末の忙しい時ではありましたが、災害はいつどこで起こるかわかりません。いつ来ても戸惑うこと

なくスムーズに命を守る行動がとれるように訓練して確認しておくことは大切だと思います。

「備えあれば憂いなし。」諺は経験に基づいてできたものです。先人の教えを肝に銘じておきたいと

思います。

●尼崎事業所・工場 12月25日 13：00~13：20
地震発生後の津波による浸水を想定した災害。

阪神尼崎駅北側遊歩道へ向かって非難しました。

●和歌山工場 12月23日 13：00~13：10
大地震発生を想定して避難。工場長の判断で避難開

始。岩出小学校にへ向かって避難しました。。

●本社 12月21日 火災発生 台所で火災発生。重要書

類をもって避難。

和歌山工場工場で点呼後全員で避難。尼崎第一工場に集合して点呼

本社は消火器を使って消火練習

避難訓練計画書を作成

して実施しています。

エコアクション委員会



【コメント】

・トイレの修理までやっちゃう事、敬服しま

した。

・置き場を決めると効率が上がりますね。

【コメント】
・脚立の立て掛けは、気になっていましたが、

うまく収まりましたね。

2020年度5Sコンテストを開催して
専務取締役 李 明子

2014年3Sコンテストをソルテックで開催するようになって今年は5回目の開催になります。今回の一番
の成果は現場参加での開催ができたことです。

この6年間ベトナム参加もあったりしましたが、現場に参加してもらう方法が考えられずいつも残念に思
っておりました。しかし、今年は新型コロナがあり、全員が集まって報告し合うことも難しい状況が生ま

れました。このような状況の中で発想の転換が生まれました。コロナの影響で業務としてもリモート会議

が当たり前になり、この方法であれば、現場参加も可能ではないかと考え計画しました。実際に実行する

にあたり、紆余曲折はありましたが、大前委員長を筆頭に委員全員協力の下実現することができました。

現場参加実現には、陳常務、馬谷部長のご協力で工事部会などを通し周知して頂けたことが大きかったと

思います。そして何より5Sコンテストが成功できたのは、社員全員のご協力のお陰と心より感謝しており
ます。エコアクション委員の皆さんに、「今回の5sコンテストに取り組んでどうでしたか？」という質問
をしました。様々な感想がありましたが、その中で、尼崎工場新入社員でエコアクション活動も初めてだ

ったTRINH VAN AN（チン バン アン）さんの意見は５Sコンテストを何故しているのか？その意義
を正に言い当てたものでした。「初めてで最初はよくわからなったが、5Sコンテストをしたら、仕事の改
善ができてよかった。これからも改善していきたいと思います。」

コンテストは活性化をする起爆剤です。ソルテックがエコアクション21に取り組んでいること。５S活動
を推進している会社であることを常に意識し、現場、工場、事務所が、ムダを無くし効率のよい作業環境

を作って行くことを進めて欲しいと思います。どのような活動も継続し、活性化するというのは本当に難

しいことです。でも「創造と挑戦そして進化へ」私たちにこの気持ちがある限り、そして社員の皆さんの

協力があればきっと進んでいけると確信しています。今後ともエコアクション活動へのご協力を心よりお

願いします。来年もやりますので、皆さんお楽しみに！！楽しくやるのが継続できる秘訣だと思います。


